
雨
の
た
め
現
地
で
の

取
材
が
出
来
ず
、
市
役

所
会
議
室
で
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

夜
久
野
高
原
は
、
肥

沃
な
畑
が
広
が
る
地
域

で
す
が
、
農
地
が
狭
小
、

不
整
形
で
、
農
道
も
狭

く
て
大
型
機
械
の
導
入

が
で
き
ず
、
そ
の
上
、

野
菜
作
り
に
必
要
な
用

水
も
な
く
、
経
営
規
模

の
拡
大
が
困
難
な
状
態

で
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
30

年
度
か
ら
令
和
４
年
度

（
予
定
）
に
か
け
て
、

農
地
中
間
管
理
機
構
関

連
農
地
整
備
事
業
と
し

て
、
総
事
業
費
六
億
四

千
二
百
万
円
で
、
区
画

整
理
や
道
路
・
用
水
路

の
基
盤
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、

農
作
業
の
大
型
機
械
化

や
水
管
理
の
省
力
化
を

図
る
と
と
も
に
、
担
い

手
で
あ
る
法
人
等
に
農

地
を
集
積
し
て
、
野
菜

の
生
産
拡
大
を
行
う
こ

と
で
継
続
的
に
安
定
し

た
畑
地
農
業
経
営
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

４
月
９
日
に
、
朝
来

市
農
業
委
員
会
で
は
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
活
動
内
容
の
再

確
認
を
目
的
に
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、

講
師
が
一
方
的
に
説
明

す
る
形
で
は
な
く
、
情

報
交
換
の
意
味
も
含
め

て
、
少
人
数
で
発
言
し

や
す
い
座
談
会
形
式
で

行
い
ま
し
た
。

初
め
に
石
原
会
長
か

ら
推
進
委
員
の
制
度
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
二
班
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
内
容
や
担
当
区
域
の

課
題
の
ほ
か
、
農
政
全

般
の
多
岐
に
わ
た
る
活

発
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

情
報
交
換
を
す
る
中

で
、
推
進
委
員
の
す
べ

き
仕
事
や
今
後
の
活
動

の
ヒ
ン
ト
等
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

令
和
３
年
４
月
１
日
、

公
益
社
団
法
人

兵
庫

み
ど
り
公
社
と
一
般
社

団
法
人

兵
庫
県
農
業

会
議
が
組
織
統
合
し
、

新
た
に
「
公
益
社
団
法

人

ひ
ょ
う
ご
農
林
機

構
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
行
し
、
地
域

農
業
の
衰
退
、
農
村
集

落
・
農
村
社
会
の
疲
弊

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中

で
、
担
い
手
を
中
心
と

し
た
農
業
構
造
へ
の
転

換
と
多
様
な
主
体
に
よ

る
農
村
地
域
の
保
存
・

活
用
や
地
域
の
活
動
す

べ
き
農
地
を
全
体
と
し

て
有
効
活
用
す
る
こ
と

が
益
々
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
農
業
・

農
村
の
課
題
解
決
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
推
進
す

る
た
め
の
体
制
を
構
築

す
る
た
め
に
統
合
さ
れ

ま
し
た
。

３

月
11
日
、
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル
で
リ
モ
ー

ト
開
催
さ
れ
た
農
業
講

演
会
「
南
但
馬
地
域
の

強
い
農
業
を
め
ざ
す
講

演
会
」
に
参
加
し
ま
し

た
。

「
未
来
を
創
るB

L
O
F

理

論
～
高
品
質
・
多
収
穫
・

高
栄
養
価
を
実
現
す
る

～
」
を
テ
ー
マ
に
（
一

社
）
日
本
有
機
農
業
普

及
協
会
の
小
祝
政
明
理

事
長
が
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｆ
理
論

に
つ
い
て
リ
モ
ー
ト
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

B
L
O
F

と
は
、
（B

i
o
L

o
g
i
c
a
l
F
a
r
m
i
n
g

）
バ

イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
フ
ァ
ー

ミ
ン
グ
の
略
で
、
科
学

的
な
有
機
栽
培
を
実
践

し
、
有
機
栽
培
で
も
高

品
質
で
多
収
穫
を
実
現

で
き
、
ま
た
病
害
虫
に

も
強
い
と
い
う
の
が
特

徴
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

第
27
回
「
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
朝

来
市
農
業
委
員
会
が
発

行
す
る
「
あ
さ
ご
農
業

委
員
会
だ
よ
り
」
が
兵

庫
県
代
表
と
し
て
推
薦

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

全
国
農
業
新
聞
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
全
国
農
業

新
聞
賞
に
引
き
続
き
２

年
連
続
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

編
集
に
携
わ
る
広
報

研
修
委
員
９
名
は
、
こ

れ
を
励
み
に
、
よ
り
分

か
り
易
く
、
親
し
み
の

あ
る
地
域
に
密
着
し
た

紙
面
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
心
掛
け
て
い
き
ま

す
。
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農地法

Ｑ＆Ａシリーズ（16）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
か
か
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
役
割
は
な
ん
で
す
か

Ａ

主
な
役
割
は
、
担
当
区
域
に
お
い
て
「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
」
、

つ
ま
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

の
た
め
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
の
地
域
に
密

着
し
た
現
場
活
動
を
、
農
業
委
員
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
で
す
。

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
℡

０
７
９‐

６
７
２‐

２
８
３
３

あ
さ
ご

農
業
委
員
会
だ
よ
り

開
発
が
進
む
夜
久
野
高
原

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

研
修
と
情
報
交
換
の
実
施

研修会の様子

科
学
的
有
機
栽
培
で

南
但
馬
地
域
の
強
い
農
業
を
め
ざ
す

ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構

が
発
足

審議内容 ４月 ５月 ６月 計

農地法第３条 農地の売買・貸借 ２ ２ ５ ９
農地法第４条 農地の自己転用
農地法第５条 農地の転用売買・貸借 ４ ３ ３ １０
非農地証明申請 ２ ２
空き家に付随する農地の指定 １ １ ２
農業経営基盤強化促進法による農地の貸借 ７５ １１８ １４ ２０７

全
国
農
業
新
聞
特
別
賞

を
受
賞

総
会
で
の
審
議
件
数



今
回
は
田
植
え
シ
ー

ズ
ン
真
っ
最
中
の
忙
し

い
中
を
、
和
田
山
町
市

御
堂
の
（
株
）
Ｎ
Ｏ
Ｕ

Ｅ
Ｎ
代
表
の
田
中
正
広

さ
ん
（
57
才
）
、
従
業

員
の
野
崎
由
美
さ
ん
、

津
志
歩
さ
ん
を
取
材
し

ま
し
た
。

な
ぜ
、
朝
来
市
で
農
業

を
？も

と
も
と
市
御
堂
出

身
の
田
中
さ
ん
は
、
岡

山
市
で
県
や
市
か
ら
の

仕
事
や
企
業
か
ら
の
仕

事
を
請
け
負
っ
て
い
る

「
㈱
フ
ァ
ン
ト
ゥ
」
と

い
う
Ｉ
Ｔ
企
業
を
経
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
市
で
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
全
く
農
業

経
験
の
な
い
社
員
の
野

崎
さ
ん
と
農
業
事
業
を

始
め
ら
れ
た
の
が
最
初

で
、
そ
の
後
、
津
さ
ん

が
加
わ
り
２
０
１
５
年

か
ら
３
人
で
朝
来
市
で

農
業
を
始
め
ら
れ
、
２

０
１
９
年
に
（
株
）
Ｎ

Ｏ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
を
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

経
営
内
容
は
？

現
在
は
水
稲
事
業
が

９
㏊
、
岩
津
ね
ぎ
が
２

㏊
、
岩
津
ね
ぎ
の
苗
が

30
ａ
、
玉
ね
ぎ
の
苗
５

ａ
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
岩
津
ね
ぎ
の
耕
作

面
積
は
朝
来
市
内
で
一

番
で
す
。

大
型
小
型
含
め
多
く

の
農
業
用
機
械
を
所
有

さ
れ
、
野
崎
さ
ん
、
津

さ
ん
も
機
械
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
か
ら
全
て
の
業
務

を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
繁
期
に
は
本
社
か
ら

も
社
員
の
方
が
応
援
に

来
ら
れ
ま
す
。

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
？

毎
年
天
候
が
違
う
の

で
、
農
業
は
毎
年
１
年

生
で
す
。

作
業
で
は
、
岩
津
ね

ぎ
畑
に
総
延
長
約
６
㎞

の
パ
イ
プ
を
打
っ
て
雪

除
け
ネ
ッ
ト
を
掛
け
る

作
業
が
大
変
で
す
。

農
業
の
楽
し
み
は
？

３
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
が
あ
る
よ
う
で
、

従
業
員
が
喜
ん
で
く

れ
る
の
が
一
番
で
す
。

（
田
中
代
表
）

お
客
様
か
ら
の
ダ
イ

レ
ク
ト
な
反
応
や
バ
イ

ヤ
ー
さ
ん
か
ら
の
喜
び

の
声
が
励
み
に
な
り
ま

す
。
（
野
崎
さ
ん
）

地
域
の
世
代
も
年
齢

も
違
う
人
達
と
つ
な
が

り
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

（
津
さ
ん
）

今
後
は
？

こ
の
先
、
３
人
で
や

れ
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
、
地
域
の
方

の
生
産
品
と
コ
ラ
ボ
し

た
り
、
企
業
と
連
携
し

て
新
た
な
加
工
品
を
つ

く
っ
て
み
た
い
。

本
業
が
、
イ
ベ
ン
ト

事
業
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
な
の
で
、
営
業

担
当
が
販
売
先
を
開
拓

し
、
東
京
の
百
貨
店
で

兵
庫
県
の
特
産
物
展
を

開
催
し
た
り
、
若
手
農

家
の
販
売
先
を
開
拓
す

る
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。

朝
来
市
に
は
岩
津
ね

ぎ
と
い
う
特
産
物
が
あ

る
の
で
、
関
東
で
も
関

西
で
も
充
分
勝
負
が
で

き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に

出
店
し
て
も
、
甘
く
て

子
供
で
も
食
べ
や
す
い

と
好
評
で
す
が
、
需
要

に
供
給
が
追
い
付
い
て

い
な
い
状
態
で
す
。

（
株
）
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
で

は
、
６
次
産
業
化
に
も

力
を
入
れ
て
い
て
、
岩

津
ね
ぎ
入
り
の
但
馬
牛

コ
ロ
ッ
ケ
や
ク
リ
ー
ム

ポ
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
に
加

工
製
品
化
、
ま
た
、

「
む
す
び
の
匠
米
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
米
の
売

れ
行
き
も
良
く
、
関
東

の
高
級
ス
ー
パ
ー
に
も

卸
し
て
い
る
ほ
か
、
市

内
で
は
、
竹
田
街
道
の

駅
、
ま
ほ
ろ
ば
、
山
城

の
郷
で
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

関
西
の
外
食
産
業
の
取

引
先
で
は
、
出
荷
が
十

分
の
一
ま
で
落
ち
込
ん

だ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー

の
惣
菜
の
需
要
が
爆
発

的
に
伸
び
て
、
売
り
上

げ
は
順
調
で
す
。

取
材
を
終
え
て

今
後
も
、
３
人
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
、
岩
津
ね

ぎ
の
可
能
性
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
引
き
出
し
て

も
ら
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
山
野
）

例
年
よ
り
早
く
梅
雨

入
り
し
た
５
月
17
日
の

午
後
、
和
田
山
町
安
井

で
無
肥
料
・
無
農
薬
で

農
産
物
栽
培
を
さ
れ
て

い
る
岡
村
康
平
さ
ん

（
43
才
）
を
取
材
し
ま

し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

中
学
ま
で
在
郷
、
そ

の
後
、
愛
媛
大
学
農
学

部
を
卒
業
後
、
帰
郷
し

た
際
、
前
号
で
紹
介
し

た
和
田
山
町
朝
日
の

「
ア
ー
ス
農
場
」
で
働

く
同
級
生
に
触
発
さ
れ
、

農
業
に
取
り
組
み
「
あ

り
が
と
ん
ぼ
農
場
」
を

設
立
。
第
18
回
兵
庫
県

「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち

づ
く
り
賞
」
を
受
賞
。

農
業
に
取
り
組
み
21

年

「
ア
ー
ス
農
場
」
で
の

体
験
か
ら
21
年
、
近
隣

の
先
輩
や
全
国
の
農
業

指
導
者
か
ら
学
び
、
自

然
栽
培
に
た
ど
り
着
く

が
、
農
法
確
立
に
10
年

の
歳
月
を
費
や
し
た
。

多
く
の
人
が
自
然
栽

培
に
取
り
組
ん
だ
が
、

我
慢
で
き
ず
に
挫
折
し

て
ゆ
く
中
で
、
苦
労
を

苦
と
し
な
い
岡
村
さ
ん

の
性
格
と
、
家
族
全
員

が
農
業
に
素
人
で
あ
っ

た
こ
と
、
固
定
観
念
を

も
た
な
か
っ
た
こ
と
が

幸
い
し
た
と
話
さ
れ
る
。

な
ぜ
無
肥
料
・
無
農
薬

な
の
か
。

無
肥
料
・
無
農
薬
の

栽
培
農
業
者
は
全
国
で

も
１
％
に
満
た
な
い
そ

う
で
す
。

無
肥
料
と
は
有
機
と

呼
ば
れ
る
肥
料
も
使
用

せ
ず
自
然
の
循
環
に
任

せ
育
て
る
。
無
農
薬
と

は
簡
単
に
説
明
す
る
と
、

肥
料
が
過
剰
に
な
る
と
、

栄
養
分
が
葉
な
ど
か
ら

放
出
さ
れ
、
虫
が
寄
っ

て
く
る
。
多
く
の
無
農

薬
農
家
の
持
論
ら
し
い
。

生
活
の
基
盤
は
岡
村
ス

タ
イ
ル

経
営
の
基
盤
は
、
水

稲
栽
培
４
㏊
、
内
容
は

一
般
米
サ
サ
ニ
シ
キ
、

イ
ロ
イ
ロ
米
（
38
種
の

ブ
レ
ン
ド
）
、
麹
用
水

稲
ハ
ツ
シ
モ
（
味
噌
作

り
に
使
用
）
、
も
ち
米

（
玄
米
も
ち
加
工
）
。

そ
の
他
、
自
家
栽
培
大

豆
に
よ
る
味
噌
作
り

（
酒
蔵
で
学
ん
だ
麹
の

知
識
を
生
か
し
、
味
噌

作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
）
、
多
品
種
少

量
生
産
の
野
菜
、
麦
茶

用
大
麦
（
購
入
者
お
ま

け
用
）
、
農
業
の
中
に

も
常
に
遊
び
心
を
忘
れ

な
い
の
が
、
岡
村
流
ら

し
い
。

自
然
栽
培
成
功
の
基

岡
村
さ
ん
の
周
り
に

集
う
若
い
人
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
善
き
理
解
者
の

お
母
さ
ん
と
奥
様
と
４

人
の
子
供
た
ち
。

取
材
を
終
え
て

私
に
は
「
目
か
ら
ウ

ロ
コ
」
的
な
と
こ
ろ
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
自

然
の
持
つ
治
癒
力
と
自

然
に
対
す
る
畏
敬
の
念

が
自
然
栽
培
を
成
功
さ

せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

（
西
村
）

二
週
間
早
い
梅
雨
入

り
で
苦
労
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
。

朝
来
市
の
特
産
物
、

岩
津
ね
ぎ
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
田
中
さ
ん

の
情
熱
に
は
頭
が
下
が

り
ま
し
た
。

岡
村
さ
ん
が
取
り
組

む
自
然
栽
培
が
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
農
業
と

な
れ
ば
脱
炭
素
社
会
へ

の
貢
献
と
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
西
村
）

第16号 あさご農業委員会だより

編
集
後
記

認
定
農
業
者
シ
リ
ー
ズ
13

３
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
挑
戦

ハウスの中で 左から野崎さん、田中代表、津さん

(株)ＮＯＵＥＮの事務所にて

自
然
栽
培
に
挑
む

むすびの匠米と加工製品

大麦畑に立つ岡村さん

特
産
物
岩
津
ね
ぎ

無
肥
料
・
無
農
薬
で


